
 

第 67回北海道親子・百歳・混合・夫婦ソフトテニス大会 

開 催 要 項 

１ 日 時 2022年７月１６日（土） 受付終了８時 30分 受付終了後開会式 

２ 会 場 千歳市青葉公園テニスコート（千歳市真町 2196）砂入り人工芝 12面 

℡（0123）24－0617（平日） 

３ 主   催 北海道ソフトテニス連盟 

４ 主   管 北海道ソフトテニス連盟生涯スポーツ推進委員会 

５ 協 力 千歳ソフトテニス連盟 

６ 種   目 （１） 親子Ａ（子供が小学生以下） 

（２） 親子Ｂ（子供が高校生まで） 

（３） 親子Ｃ（子供が大学生以上） 

（４） 百 歳（ペアの双方が 45歳以上で、

年齢合計百歳以上） 

（５） 混 合 Ａ(社会人年齢制限なし) 

（６） 混 合 Ｂ(男女共 60歳以上) 

（７） 混 合 Ｃ(男女共 70歳以上) 

（８） 夫婦Ａ（男子年齢 49歳以下） 

（９） 夫婦Ｂ（男子年齢 50歳～59歳） 

（10） 夫婦Ｃ（男子年齢 60歳以上） 

ア．年齢は令和４年４月１日現在の

年齢とする 

イ．いずれの種目もダブルスとす

る。 

ウ．親子の種目に参加できる子供は

実子に限る。 

エ．親子の種目に参加する者に限

り、１人２種目の参加を認める。 

 

７ 大会使用球  ケンコーボール 

８ 競 技 方 法 （１）原則トーナメントとするが、参加ペア数の少ない種目については、リーグ戦

とすることがある。 

（２）７ゲームマッチ 

（３）ルール等は、公益財団法人日本ソフトテニス連盟（以下、日連という）ソフ

トテニスハンドブックによる。 

９ 参 加 資 格 各支部からの参加申込みであること。 

10 申 込 期 限 2022年６月１６日（木）  

11 参  加  料 （１）参 加 料 １ペア 3,500円（当該年度の日連会員登録制度登録者） 

※但し本大会は、愛好者の拡大を目的に実施する大会事業であることから、各種

目とも日連会員登録者は、出場するペアのいずれか１名の会員登録で出場を可

能とするが、２人とも会員未登録者の場合は、2,500 円の金額を上乗せした参 

加料を加算する。 

12 申 込 方 法 日本連盟、会員登録システム(メニュー画面の支部大会申込み画面)より申込むこと。 

参加料もシステムで行い、期限までに入金すること。 

  注意：同一団体から複数の選手が申込みの場合は、団体(チーム)毎に取りまと

めのうえ、選手を入力すること。 

（１）加算金納入方法  

   未登録者の加算金は下記の口座に振り込むこと。 

【郵便振替口座番号】０２７６０－４－７９２７ 

【加入者名】北海道ソフトテニス連盟 

 



 

13 参 加 選 手 

及 び 

来 場 者 

留 意 事 項 

（１）全ての参加選手及び来場者は、別紙「周知事項・参加チェックリスト」を確

認し、その内容を遵守すること。 

なお、本大会は会場内への入場を選手、指導者、大会役員及び選手１名に付

き１名の選手関係者のみ入場を認めます。指導者及び選手関係者が「参加チェ

ックリスト」を提出する際はどの選手の関係者であるか確認するため余白に参

加選手の氏名、所属先を記入してください。 

   ただし、選手関係者については新型コロナウイルスの感染状況等により大

会当日の入場をお断りする場合がありますので、ご了承ください。 

（２）所定の時刻までに受付を完了し、開会式時には放送が確認出来る場所で待機

すること。 

（３）日連会員登録者は、日連指定のゼッケンを着用し、四隅を止めること。 

（４）ラケット（公認マーク添付）、シューズ、ユニフォームは、日連が公認した

メーカーの製品を使用（着用）し、当該年度の日連の「ユニフォーム等の着用

基準」を遵守すること。また、本大会は同基準におけるウェアに関する特例を

適用する。 

（５）日連会員登録証（登録会員）、公認審判員ワッペン及びイエローカードを携

行し、審判を担当するときは、原則ワッペンを左胸に着用すること。 

（６）優勝者は必ず〔持ち回り優勝杯〕を持ち帰り、次年度の大会時に整備のうえ、

責任を持って返還すること。 

（７）試合動画及び入賞者の写真を北海道ソフトテニス連盟のホームページ、ＳＮ

Ｓ、ＹｏｕＴｕｂe 及び広報誌に掲載させていただく場合があります。動画及

び写真の掲載について不都合がある場合は、お手数ですが広報担当者まで個別

にご連絡願います。 

広報 IT委員会 担当：多田 mail:s_tada@cameo.plala.or.jp 

（８）悪天候等により競技不能な場合には、大会を中止する。 

（９）日連会員未登録者が大会中にケガをした場合、傷害補償制度の対象にならな

いため、留意すること。 

 

 


